
授業の中でノート と と もに使用されている学習シート 。 「児童生徒がねらいを達成するために

は ？ 」 「 児童生徒が主体的に学習するためには？ 」 「児童生徒が自力解決できるよ うにするた

めには？ 」 など様々なねらいをもって工夫されています 。しかし 、 どのよ うに作ったらいいのか

悩まれている先生方も多いようです。そこで、北部支所管内の小中学校の先生方が工夫されて

いる学習シートをご紹介します。是非、参考にされてみてください。

① 学習の進め方を確認するシート

〈厳木小の実践から〉

★学習シート

１時間の学習過程をまとめた

シート。「過程」「活動」「話し方

と例」を１枚にまとめたもので

す。低学年・中学年・高学年用

がそれぞれあり、系統性を考え

て作成されています。

このカードで学習の流れや方

法、表現等を確認することがで

き、児童生徒にとっては、学習

の中で困ったときの助けになり

ます。

また、先生方も授業の流れを

共通理解して実践していくこと

ができます。

★今回紹介するシート

① 学習の進め方を確認するシート

② 学習計画表、身に付いた力を確認するシート

③ １時間のめあてを達成するために、「書き込む」などの作業を行うシート

④ 学習に必要な資料をまとめたシート



② 学習計画表、身に付いた力を確認するシート

〈西唐津小の実践から〉 〈西唐津中の実践から〉

〈学力向上推進教員の実践から〉 〈唐津地区中学校国語研究部会〉

★学習計画表

学習のゴールを目標に、児童とともに立てた計画をまとめた計画表です。計画表を

作成することで、学習している段階を常に確認することができます。計画表がある

と、「先生、今日の国語、何をするんですか。」という児童生徒からの質問は、なくなります。

右は、学習のまとめを書く欄をセットにした中学校の計画表です。児童生徒の実態や状況に応じて、

工夫してみましょう。
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★身に付いた力を確認する

単元が終わったときに、身に付いた力を確かめることは大切な事です。チェック項

目を基に自己評価する欄や、学んだことを自分の言葉で整理する欄が設けてあります。

計画表の中に入れたり、単元の終わりに評価シートとして別に作成したりできます。
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。



③１時間のめあてを達成するために、「書き込む」などの作業を行うシート

〈呼子小の実践から〉

ワークシートには、「学習課題（単元名）」

「学習する日」「単元の中の何時間目か」

「本時の学習のめあて」を表記します。

基本的なことですが、とても大切なこと

です。「単元の何時間目を学習しているか」

や「めあて」を書かせることで、学習の

ゴールまでの位置や本時のねらいを確認

させることができます。

また、学習の進め方が具体的に書かれ

ていますので、先生の説明を聞き逃した

児童生徒や何度も確かめながら作業をす

すめたりする児童生徒にとっては、助け

になります。
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学習の進め方（作業の方法）を提示。

〈大志小の実践から〉

児童生徒が１時間の授業の中でど

のように学びを深めていったか、児

童生徒自身が実感できるようにする

ことが大切です。ここでは、思考過

程が分かるように３段階の枠が設け

てあります。他にも、同じ欄に付加

修正部分を色を変えて書き加えさせ

るなどの工夫も考えられます。

また、何を学んだのか、めあてに

対応させて、自分の言葉でまとめさ

せることが大切です。まとめと振り

返りを混同しないようにしましょう。

めあてに対応したまとめ
を書く部分。書き出しと
文末を指定。

「ひとり」→「グループ」→「み
んな」で考えたことが段階を追っ
て記述できるようになっている。



〈学力向上推進教員の実践から〉

めあて達成の過程では、これまでの

学習で得た知識や学習方法などを活用

する場合が多くあります。これまでの

学習との違いが新しい学びとなって蓄

積されるので、本時の学習に関わる既

習事項を自力解決の時間の前に、確認

しておくことが、とても重要です。

また、本時の学習の趣旨、手順など

を分かりやすく説明することも、ゴー

ルへ向かう主体性をもたせたり、学習

の必然性を感じさせたりするのに効果

的です。
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〈大志小の実践から〉

算数でも、課題解決に向けて、答えの見通し、解決方法の見通しをしっ

かり持たせるために、本時の学習に関わる既習事項を確認しておくことが、

とても重要です。問題を解く上でのポイントも提示してあります。

グループ活動で話し合う視
点、学級全体で学習すること
を具体的に示している。

本時の学習のポイントに気
付かせる工夫も示している。

これまでの問題の、似たような求め
方のパターンを示し、解決の見通しを
持たせている。



④学習に必要な資料をまとめたシート

〈箞木小の実践から〉

授業の中で参考となる知識は、資料集で補う場合があります。しかし、校

種、教科によっては、資料集が充実していない場合や実態に即していない場

合があります。そのような場合は、学習した内容（しようとする内容）を１

枚にまとめたものを別紙で提示することも考えられます。これらをストックしていくと、オリジナ

ルの資料集ができます。

また、場合によっては、ワークシートの中に、一部資料を提示することができます。調べる時間

がないときや調べることが目的ではない学習では、必要な部分だけを取り出しまとめたものを、参

考資料として提示すると効果的です。

文章問題から情報を読み取り、
言葉の式を考える流れについてまとめた

シートです。左には例が示されています。
低学年用のシートですが、考える流れ
については、どの学年でも使うことができ
そうです。

説明文において、それぞれのまとまりに
「書かれていること」と「文末表現」をまとめ
たシートです。
この既習事項を参考にしながら、

新出の説明文の構成について考えることが
できます。
また、自分が説明文を書く際に「構成」及び

「文末表現」を参考にすることができます。



〈唐津地区中学校国語研究部会〉

上のシートは、レディネス調整シートです。児童生徒の知識の習得具合を教師

が確認する時に、このようなシートを作成して学習に活かすことは効果的です。

レディネスを確認することは、算数や数学では単元に入る前によく行われていま

すが、このように、国語や他教科でも実施することができます。

今 回 は、 学 習 シ ート 編 ① とい う 内 容 で、 紹介 しま した 。 今後 は、 この 内容 に続 く

学 習 シ ー ト 編 ② 、 ま た 、 学 習 教 材 編 （ 仮 名 ）、 学 び 合 い 編 (仮 名 )な ど と い っ た 内 容

で、各学校の先生方の取り組みを紹介していきたいと考えています。

各 学 校 で 、 授 業 づ く り で 工 夫 さ れ て い る こ と に つ い て 、 ご 紹 介 い た だ け る 場 合

や 紹 介 し た 内 容 に つ い て 詳 し く 知 り た い と 思 わ れ た 場 合 は 、 西 部 教 育 事 務 所 北 部

支所（７３－１３３１）までお問い合わせください。

北 部 支 所 管 内 の 小 中 学 校 の 先 生 方 の 授 業 力 向 上 、 児

童 生 徒 の 学 力 向 上 を 目 指 し て 、 よ り よ い 実 践 を 共 有 で

き る 窓 口 と し て 、 北 部 支 所 の ホ ー ム ペ ー ジ を 充 実 さ せ

ていきたいと考えています。

ご協力をよろしくお願いします。


